
地域課題

実証事業の内容

今後の展開

事業実施区域

事業体制

事業実施主体
【共創プラットフォーム】
中部国際空港と伊勢地区をDXで繋ぐ多頻度小型交通事業の連携
プラットフォーム

【実施主体】津エアポートライン株式会社
【共創パートナー】安全タクシー三重株式会社(交通)

日本航空株式会社(交通)

JAL MaaS(経路検索サービス)を活用して飛行機利用を中心に
船、デマンド型のタクシーまで一気通貫したサービスを提供する
ことで移動のハードルを下げ、利用率向上を目指す。

• 中部国際空港から伊勢地区間の移動を高速船とバスの乗り継
ぎで担ってきたが、大型バスによる小頻度大型の輸送では
ニーズにフィットしていない。

• 運行事業者の三重交通バスのドライバー不足による運行終了
に伴い、代替手段の確保が必要である。

中部国際空港と伊勢地区をDXで繋ぐ多頻度小型交通連携事業（三重県津市他）

交通×交通

運行エリア地図を挿入

地図依頼

実証実験後、新たな投資が必要ないことからも、利用状況や問
題点について分析を行い、継続した取組を行っていくこととする。
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地図：伊勢湾環境データベースhttps://www.isewan-db.go.jp/index.asp より抜粋
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